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魅力ある町に
新モニター決まる

町政に切り込む 一般質問

今やるべきことは 防災シリーズ
地域に密着したボランティア
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安心で住みよい町に！
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個体数を減らせ

捕獲報奨金を増額

主な事業

賃貸住宅、家賃に補助し

定住促進を図る

貯蔵みかんの
ブランド化を

若者定住

農業振興

『農業・交流・定住』で魅力あるまちづくり

平成26年度予算を決定！

﹁
ひ
な
会
議
﹂
は
３
月
４
日
〜

７
日
、
17
日
〜
20
日
ま
で
開
か
れ
、

25
年
度
の
補
正
予
算
で
は
、
﹁
大

井
ぜ
き
用
水
﹂
や
地
区
集
会
所
の

空
調
設
備
の
改
修
工
事
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

26
年
度
当
初
予
算
で
は
、
若
者

定
住
策
と
し
て
の
賃
貸
住
宅
建
設

と
家
賃
補
助
、
農
業
振
興
の
充
実
、

鳥
獣
害
対
策
費
、
住
宅
の
耐
震
対

策
費
の
大
幅
増
や
、
交
響
楽
団
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
な
ど
を

審
議
し
、
議
案
は
全
て
原
案
通
り

可
決
し
ま
し
た
。

﹁
国
保
税
引
き
下
げ
と
制
度
改

善
を
求
め
る
請
願
﹂
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
が
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
８
議
員
が
、
３
期

目
を
迎
え
た
町
長
の
姿
勢
な
ど
を

問
い
ま
し
た
。

2議会だより かつうら
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長寿命化計画に沿って改修し
通行の安全を図る

「子ども・子育て会議」で
支援策の計画を

消防詰所を建て替え

感動を呼ぶ

オーケストラの演奏

空き家を活用し、交流

人口を増やそう

交流事業防　災

文　化

子育て

安　全

歳出
歳入

町　　税町　　税

地方譲与税地方譲与税

地方消費税
交付金
地方消費税
交付金

地方交付税地方交付税

使用料及び
手数料
使用料及び
手数料

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

繰 入 金繰 入 金

繰 越 金繰 越 金

町債（借入れ）町債（借入れ）

そ の 他そ の 他

議 会 費議 会 費

総 務 費総 務 費

民 生 費民 生 費

衛 生 費衛 生 費

農林水産業費農林水産業費

商 工 費商 工 費

土 木 費土 木 費

消 防 費消 防 費

教 育 費教 育 費

公債費（借金返済）公債費（借金返済）

そ の 他そ の 他

総　額
32億1800万円

　一般会計とは別に、それぞれの

目的を持って事業を行う会計であ

る。

国民健康保険 ……

勝浦病院 …………

介護保険 …………

後期高齢者医療 ……

簡易水道 …………

農業集落排水事業 …

物産販売 …………………

住宅新築資金等貸付 ……

8億124万円

6億3933万円

7億6295万円

8666万円

2億8222万円

8403万円

1651万円

69万円

特別会計予算特別会計予算

特別会計とは

一般会計当初予算の歳入・歳出構成比
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防火水槽予定地（星谷）

副
町
長
の
選
任
に
同
意

福 

田 

輝 

記 

氏
︵
51
歳
︶

国
民
健
康
保
険
は
命
と
健

康
を
守
る
土
台
と
な
っ
て
い

ま
す
。

勝
浦
町
の
国
保
会
計
は
、

他
の
市
町
村
と
比
較
し
て
も

多
額
の
基
金
や
繰
越
金
が
あ

り
安
定
し
た
運
営
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し
い
不
況
と
経

営
難
や
失
業
、
さ
ら
に
消
費
税

が
引
き
上
げ
ら
れ
る
中
で
国
保

税
は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
の
で
、
引
き
下
げ
と
制
度
改

善
を
要
望
し
ま
す
。

議案に対し質疑議案に対し質疑議案に対し質疑

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

小
林
功
前
副
町
長
の
退
任

に
よ
り
、
副
町
長
の
選
任
が

提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
同
意

し
ま
し
た
。

内 

谷 

信 

喜 

氏  

︵
坂
　
本
︶

推
せ
ん
に
同
意
し
ま
し
た
。

賛
成
議
員

森
本
、
井
出

反
対
議
員

美
馬
、
麻
植
、

河
野
、

、

国
清
、
川
端

請
願
提
案

趣  

旨

否  

決

今
会
議
の
冒
頭
に
、１
１
２
５

名
の
署
名
を
添
え
て
﹁
国
保
税

引
き
下
げ
と
制
度
改
善
を
求
め

る
請
願
﹂
が
提
案
さ
れ
た
。

20
日
に
審
議
さ
れ
賛
成
、
反

対
討
論
が
あ
り
採
決
の
結
果
、

賛
成
２
反
対
６
で
否
決
さ
れ
た
。

軽
四
の
患
者
輸
送
車
を
購
入
す

る
と
あ
る
が
、
納
車
時
期
と
運
用
体
制
は
。

改
造
の
必
要
が
あ

り
、
納
車
は
年
末
の
予
定
。

運
用
は
、

人
員
体
制

は
そ
の
ま

ま
で
、
狭

い
場
所
に

は
現
在
あ

る
大
型
車

と
２
台
で

出
動
し
、

軽
四
で
運

び
大
型
車
で
搬
送
す
る
。

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、
改
修

工
事
の
予
算
が
大
幅
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
て
い

る
が
、
希
望
者
が
多
く
予
算
を
オ
ー
バ
ー
す

れ
ば
ど
う
す
る
の
か
。予

算
が
不
足
す
る
場
合

は
国
、
県
に
要
望
す
る
。

農
地
転
用
の
許
可
は
、
農
業
委

員
会
で
、
毎
年
３
月
に
１
回
さ
れ
る
だ
け
だ

が
、
必
要
に
応
じ
て
審
議
で
き
な
い
の
か
。

農
業
振
興
地
域
に

含
ま
れ
る
農
地
転
用
に
は
、
県
の
同
意
が
必

要
な
の
で
す
ぐ
に
は
難
し
い
。

保
健
予
防
活
動
と
し
て
、
国
保

で
人
間
ド
ッ
グ
へ
の
補
助
を
す
べ
き
で
は
。

特
定
検
診
に
、
頸
部
と

腹
部
エ
コ
ー
が
あ
る
の
で
、
が
ん
検
診
と
合

わ
せ
て
受
診
し
て
も
ら
い
た
い
。

一
昨
年
の
保
険
税
値
上
げ
に
よ

り
、
滞
納
者
の
数
に
変
化
は
あ
る
の
か
。

納
税
相
談
を
き
め
細
か

く
行
っ
て
い
る
の
で
、
変
化
は
な
い
。

星
谷
、
棚
野
地
区
の
防
火
水
槽

の
着
工
予
定
は
。

用
地
確
保
が
で
き

て
い
る
の
で
、
早
く
着
工
し
た
い
。

町
民
の
要
望
を
議
会
に
提
出

す
る
事
で
、
一
名
以
上
の
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。

請
願
と
は

美
馬
議
員

井
出
議
員

森
本
議
員

国
清
議
員

河
野
議
員

川
端
議
員

伊
丹
企
画
総
務
課
長

伊
丹
企
画
総
務
課
長

野
上
産
業
交
流
課
長

柳
沢
建
設
課
長

前
田
税
務
課
長

前
田
税
務
課
長

の
ぶ

き

て
る

き

紹
介
議
員

森
　
本
　
　
　
守

井
　
出
　
美
智
子

4議会だより かつうら
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改良工事中の「横瀬・与川内線」

お友だちがいっぱい

保
育
園
児
20
人
増
に
対
応

１
月
28
日
に
開
会
し
、
一
般

会
計
補
正
予
算
の
審
議
を
行
い
、

原
案
通
り
可
決
し
た
。

補
正
予
算

３
７
３
１
万
円
の
主
な
も
の

・
保
育
所
運
営
費１

８
４
３
万
円

・
子
育
て
支
援
シ
ス
テ
ム
費

９
８
０
万
円

・
地
籍
調
査
費
　
７
２
９
万
円

保
育
園
の
入
園
児
が

増
え
た
が
、
保
育
士
の
確
保
に

問
題
は
な
い
の
か
。

保
育
士
は

確
保
で
き
て
い
る
。

子
育
て
支
援
シ
ス

テ
ム
改
修
費
は
、
国
の
制
度
変

更
に
よ
る
も
の
な
の
で
、
全
額

国
費
に
で
き
な
い
の
か
。

要
望
の
結

果
、
補
助
率
が
50
％
か
ら
70
％

に
上
が
っ
た
。

通
行
止
め
、
い
つ
ま
で
か

２
月
８
日
に
開
会
し
、
町
道

﹁
横
瀬
・
与
川
内
線
﹂
改
良
工

事
な
ど
、
工
事
費
の
変
更
４
件

を
審
議
し
可
決
し
た
。

町
道
﹁
横
瀬
・
与

川
内
線
﹂
は
、
通
行
止
め
が
続

い
て
い
る
が
、
工
事
の
進
捗
率

と
完
了
予
定
は
。

現
在
、
80
％

程
度
完
了
し
て
お
り
、
３
月
末

に
は
完
了
す
る
。

１
月
会
議

２
月
会
議

質

問

質

問

●議会で何が問題になっている
のか

●「通年会期制」の議会運営の
効果は何か

●ホームページで議会開催の案
内をすべき

●ボランティア活動の紹介を続
けてほしい

●議員提出議案は簡単な主旨説
明をつけてほしい

●勝浦町の魅力のあるところを
連載して

●これからは電子メディアの時代、フェイスブック
の活用も

●記事の内容がキーワードで分かるように

●見やすい字体の工夫を

●町民の小さな声も拾い上げて欲しい

●「一般質問を傍聴してみたい」と思っている人は
たくさんいるはず。ホームページをもっと活用す
べきでは

●現状を発信して、住民から問題や課題または、方
向を提言できるようにすれば

●開会日や質問内容の情報が早く欲しい

こんな記事  

　 のせてよ!!
こんな記事  

　 のせてよ!! モニターの意見・提案

新モニター決まる 26年度

新　居　真佐子（坂　本）　　　宮　本　勝　恵（与川内）

相　原　喜久男（中　山）　　　溝　内　由　大（横　瀬）

米　澤　美　保（久　国）　　　小　西　　　孝（生　名）

麻　植　満理子（中　角）　　　寺　尾　貴　志（星　谷）

西　谷　幸　子（今　山）　　　上白川　敏　明（山　田）

（敬称略）

大
西
福
祉
課
長

大
西
福
祉
課
長

川
端
議
員

山
野
議
員

柳
沢
建
設
課
長

5 議会だより かつうら
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一 般 質 問

河 野 道 雄

山 野 忠 男

国 清 一 治

森 本 　 守

美 馬 友 子

　 公 一

井出美智子

川 端 雅 夫

１．住宅の耐震化さらに補助金の増額を

２．危険な空き家撤去を

３．地籍調査を急げ

４．橋やトンネルの点検は町で

１．鳥獣害対策、抜本的な取り組みを

２．防災，減災

３．東部地域定住自立圏構想，共生ビジョン

　　について

１．県道新浜勝浦線、「中山工区」工事再開を

２．中身が一番、みかんブランド化

３．沼江バイパス３期工事、残土処理場は

１．国の消費税８％対策、低所得者への給付

　　措置は

２．ピロリ菌撲滅大作戦

１．2025年問題、対応に専門職を

２．定住促進を図るために

３．どうする、「横瀬橋東側」

１．「横瀬橋東側」の改良は

２．みかんのブランド化、推進体制の構築を急げ

１．防犯灯の設置を

２．国保税の引き下げと制度改善を

３．廃油石鹸作りに補助を

１．問題はないのか院外処方

２．太陽光発電に町補助金を

３．移住交流支援事業、空き家の利用は

７

８

９

10

11

12

13

14

質問議員 ページ質　　問　　事　　項町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

議員が町の執行部に対して、さまざまな角度から

町政について質問すること

次の会議予定日は5月30日、6月24日です。

6議会だより かつうら



危険な空き家

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の

被
害
想
定
に
よ
る
と
、
勝
浦
町

の
建
物
の
被
害
は
、
全
壊
・
半

壊
合
わ
せ
て
１
１
４
０
戸
。
死

者
20
〜
30
人
。
負
傷
者
１
４
０

〜
１
９
０
人
。
町
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
は
、
住
宅

の
耐
震
改
修
が
重
要
だ
。
現
在

ま
で
の
耐
震
改
修
の
成
果
は
。

昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅

１
０
６
０
戸
の
内
、
平
成
17
年

か
ら
の
９
年
間
で
耐
震
診
断
は

１
５
２
戸
。
耐
震
改
修
が
必
要

な
の
は
１
３
２
戸
で
、
そ
の
内

11
戸
が
改
修
さ
れ
て
い
る
。

耐
震
改
修
補
助
額
を
60
万

円
か
ら
90
万
円
に
増
額
し
て
い

る
が
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
町

長
の
英
断
で
さ
ら
に
補
助
を
増

額
し
て
は
ど
う
か
。

町
は
26
年
度
か
ら
耐
震
診
断

を
無
料
に
し
補
助
金
を
増
額
し

た
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に
診

断
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

新
規
事
業
と
し
て

﹁
老
朽
危
険
空
き
家
除

去
支
援
事
業
﹂
が
始
ま

る
が
、
補
助
制
度
の
中

身
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。災

害
時
の
避
難
路
の

支
障
と
な
る
空
き
家
で
、

撤
去
費
用
は
１
戸
当
た
り
５
分

の
４
の
補
助
︵
上
限
80
万
円
︶

で
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
条
件
で
適
用

さ
れ
る
の
か
。

国
が
定
め
る
住
宅
の
不
良
度

の
測
定
基
準
に
お
い
て
、
評
点

が
１
０
０
点
以
上
が
対
象
と
な

る
。

地
籍
調
査
を
急
げ

地
籍
調
査
を
進
め
て
い
る

が
、
高
齢
化
で
民
家
周
辺
で
も

土
地
の
境
界
立
会
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
。
現
行
の
職
員
体
制

と
は
別
に
、
民
家
周
辺
を
同
時

に
調
査
で
き
な
い
か
。

現
在
は
中
山
地
区
の
調
査
を

し
て
お
り
、
29
年
度
か
ら
坂
本

地
区
を
予
定
し
て
い
る
。
調
査

は
現
行
通
り
、
地
区
単
位
で
や

り
た
い
。

国
は
、
山
梨
県
の

﹁
笹
子
ト
ン
ネ
ル
崩
落

事
故
﹂
を
受
け
、
橋
や

ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
総
点

検
に
乗
り
出
し
た
が
、

町
の
対
応
は
。

国
や
県
の
動
向
を
見

な
が
ら
対
応
し
た
い
。

問

問

問

問

問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

中
田
町
長

答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

町
の
課
題
に
切
り
込
む
！

ま
ず
は
耐
震
診
断
を
︵
町
長
︶

さ
ら
に
補
助
金
の
増
額
を

住
宅
の
耐
震
化

河

野

道

雄
議

員

危険な空き家撤去を

橋やトンネルの点検は 地
籍
調
査
を
急
げ
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大事な初期消火訓練（星谷）

ワ
ナ
を
含
む
猟
師
の
人
数

と
年
間
の
捕
獲
頭
数
は
。

銃
器
免
許
取
得
者
は
37
名
、

ワ
ナ
の
免
許
取
得
者
は
54
名
で

あ
る
。

年
間
捕
獲
頭
数
は
イ
ノ
シ
シ

77
頭
、
シ
カ
２
１
１
頭
、
サ
ル

26
頭
で
あ
る
。

県
の
鳥
獣
害
対
策
は
。

国
、
県
の
補
助
で
広
範
な
地

域
を
囲
う
防
護
柵
が
あ
る
。

ま
た
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
肉

を
利
用
す
る
﹁
阿
波
ジ
ビ
エ
料

理
﹂
の
推
進
が
あ
る
。

抜
本
的
な
鳥
獣
害
対
策
の

取
り
組
み
を
。

新
年
度
に
報
奨
費
や
狩
猟
免

許
取
得
、
狩
猟
更
新
経
費
へ
の

助
成
を
増
や
し
た
い
。

南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
で
正
木
ダ
ム
の
崩

壊
の
お
そ
れ
は
。

正
木
ダ
ム
は
巨
大
地

震
に
も
耐
え
ら
れ
る
構

造
で
、
崩
壊
の
想
定
は

し
て
い
な
い
。

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議

会
の
実
態
は
。

連
絡
協
議
会
は
、
21
年
４
月

に
県
下
で
初
め
て
結
成
さ
れ
、

先
進
地
視
察
や
研
修
、
年
一
回

の
総
会
を
行
っ
て
い
る
。

年
一
回
の
防
災
訓
練
に
つ

い
て
毎
年
テ
ー
マ
を
変
え
て
は

ど
う
か
。

　

テ
ー
マ
を
決
め
て
訓
練
し
た
い
。

定
住
自
立
圏
構
想
の
医
療

分
野
で
の
取
り
組
み
は
。

25
年
ま
で
に
、
市
民
病
院
の

看
護
師
を
講
師
と
し
て
研
修
会

を
１
回
開
き
、
感
染
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
な
ど
の
見
直
し
に
助
言

が
あ
っ
た
。

病
児
・
病
後
児
ケ
ア
ー
の

内
容
は
。

10
歳
未
満
の
子
ど
も
が
病
気

の
時
、
保
護
者
が
就
労
し
て
い

る
場
合
に
一
時
的
に
預
か
る
制

度
で
あ
る
。

圏
内
の
指
定
さ
れ
た
施
設
で

預
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

観
光
開
発
の
取
り
組
み
で
、

市
町
村
連
絡
協
議
会
の
負
担
金
は
。

負
担
金
は
、徳
島
市
が
７
３
０

万
で
、11
市
町
村
は
各
70
万
で
あ
る
。

圏
域
内
外
を
結
ぶ
主
要
道

路
﹁
徳
島
上
那
賀
線
﹂
の
改
良
は
。

飯
谷
町
の
青
葉
荘
東
側
１
２

５
メ
ー
ト
ル
の
拡
幅
工
事
を
発

注
し
て
い
る
。

飯
谷
小
学
校
前
の
鉄
柱
の
所
は
、

25
年
度
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
調
査
も

終
わ
り
、今
後
本
設
計
に
か
か
る
。

問

問問

問

問問

問

問問問

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

中
田
町
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

柳
沢
建
設
課
長

答

松
本
病
院
事
務
局
長

山

野

忠

男
議

員

鳥
獣
害
対
策

抜
本
的
な
取
り
組
み
を

助
成
を
増
や
す
︵
町
長
︶

防災・減災

東
部
地
域
定
住
自
立
圏
構
想

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
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やっと工事が再開される（中山）

県
道
新
浜
勝
浦
線
﹁
中
山

工
区
﹂
の
工
事
が
、
長
年
中
断

し
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
用

地
交
渉
を
含
め
ど
の
よ
う
に
進

ん
で
い
る
の
か
。

用
地
関
係
者
の
了
解
を
得
、

拡
幅
予
定
の
１
０
０
ｍ
間
の
設

計
を
し
て
い
る
。
買
収
面
積
、

補
償
物
件
の
調
査
も
行
っ
て
お

り
、
交
渉
成
立
後
、
工
事
を
発

注
し
た
い
。

町
長
と
し
て
、
県
道
新
浜

勝
浦
線
の
考
え
は
。

　

用
地
交
渉
、
予
算
確
保
を
ス

ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、﹁
中
山
工
区
﹂

を
早
期
に
着
工
、
終
了
し
て
﹁
星

谷
工
区
﹂
に
着
手
し
た
い
。

２
月
７
日
に
、
み
か
ん
ブ

ラ
ン
ド
化
を
中
心
と
し
た
﹁
み

か
ん
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
﹂

が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果

は
。

　

み
か
ん
の
販
売
ル
ー
ト
と
合

わ
せ
た
﹁
ブ
ラ
ン
ド
化
戦
略
﹂

や
販
路
の
拡
大
、
生
産
者
が
プ

ラ
イ
ド
を
持
つ
必
要
性
な
ど
を

聞
き
、
今
後
の
推
進
に
役
立
て

た
い
。統

一
ダ
ン
ボ
ー
ル
先
行
の
ブ

ラ
ン
ド
化
は
、
正
し
か
っ
た
の
か
。

み
か
ん
の
販
売
体
制
の
統
一

化
や
、
一
定
量
確
保
の
必
要
性

か
ら
、
統
一
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
第

一
歩
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
ド
化
は
中
身
の
統

一
、
基
準
が
一
番
で
あ
る
。
今

後
の
取
り
組
み
は
。

１
月
に
創
設
し
た
﹁
勝
浦
み

か
ん
生
産
販
売
促
進
協
議
会
﹂

に
お
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
量
の

高
品
質
み
か
ん
生
産
に
向
け
て

協
議
を
進
め
た
い
。

﹁
沼
江
バ
イ
パ

ス
３
期
工
事
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
﹂

と
地
元
で
心
配
す
る

声
を
聞
く
が
、
町
単

の
﹁
残
土
処
理
場
工

事
﹂
は
ど
う
進
ん
で

い
る
の
か
。

　 

バ
イ
パ
ス
工
事
で
、
大
量
に
出

る
残
土
を
処
理
す
る
﹁
残
土
処
理

場
﹂
を
沼
江
に
２
カ
所
計
画
し
て

お
り
、
町
の
用
地
測
量
は
完
了
し
、

新
年
度
の
県
の
調
査
を
み
て
﹁
盛

り
土
計
画
﹂
を
立
て
た
い
。

沼
江
バ
イ
パ
ス
の
関
係
で
、

日
亜
化
学
の
社
長
と
の
面
会
は
。

ま
た
、
県
に
対
す
る
対
応
は
。

昨
年
の
９
月
に
日
亜
化
学
を

訪
れ
、
総
務
部
長
と
会
い
支
援

を
お
願
い
し
た
。

県
に
対
し
て
は
、
引
き
続
き

３
期
工
事
の
早
期
着
工
を
強
く

要
望
す
る
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

安
全
・
安
心
﹁
万
全
を
期
す

る
た
め
に
﹂

答

柳
沢
建
設
課
長

国

清

一

治
議

員

問問問

問

問

問

答

柳
沢
建
設
課
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

問

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長

沼江バイパス３期工事

残土処理場は

早期に着工（町長）

県道新浜勝浦線

「中山工区」工事再開を

中
身
が
一
番

み
か
ん
ブ
ラ
ン
ド
化
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胃
の
中
に
好
ん
で
住
み

つ
き
、
胃
の
壁
を
傷
つ
け

る
細
菌
。
日
本
人
の
約
50

％
以
上
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感

染
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
胃
腸
の
病
気
を
発

症
し
て
い
る
人
が
、
ピ
ロ

リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
確

率
が
高
い
た
め
、
除
菌
が

望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

治
療
薬
で
除
菌
で
き
る

が
、
ピ
ロ
リ
菌
に
定
住
さ

れ
る
と
、
自
然
治
癒
す
る

こ
と
が
難
し
い
。

ピ
ロ
リ
菌
と
は

住みつくと、やっかいなピロリ菌

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂、﹁
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

制
度
の
対
象
者
は
。

﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
は
、

26
年
度
の
住
民
税
非
課
税
及
び

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人

の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人
で
、

生
活
保
護
制
度
を
利
用
し
て
い

な
い
人
に
対
し
１
万
円
が
給
付

さ
れ
る
。

ま
た
昨
年
10
月
か
ら
減
額
に

な
っ
た
年
金
や
児
童
扶
養
手
当

な
ど
を
受
け
て
い
る
人
に
は
、

５
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
る
。

﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
﹂
の
支
給
対
象
は
、
26
年

１
月
分
の
児
童
手
当
︵
特
例
分

を
含
む
︶
の
対
象
と
な
る
児
童

で
、
﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
が

支
給
さ
れ
る
人
や
生
活
保
護
世

帯
は
対
象
外
と
な
る
。

両
給
付
金
と
も
26
年
１
月
１

日
現
在
、
勝
浦
町
に
住
民
登
録

し
て
い
る
方
で
支
給
は
一
回
限

り
で
あ
る
。

い
つ
ご
ろ
給
付
さ
れ
る
の

か
。ま

た
、
住
民
へ
の
説
明
は
。

７
月
初
旬
に
申
請
の
受
付
を

開
始
し
、
確
認
作
業
に
１
ヵ
月

か
ら
１
ヵ
月
半
が
必
要
で
、
給

付
は
８
月
こ
ろ
に
な
る
。

住
民
へ
の
説
明
は
広
報
で
周

知
し
、
受
給
は
対
象
者
が
申
請

す
る
の
が
基
本
と
な
る
。

町
長
は
、
所
信
表

明
で
﹁
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
町
づ

く
り
は
、
町
の
大
き
な

使
命
で
あ
る
と
考
え
る
﹂

と
述
べ
て

い
る
。

そ
こ
で

胃
潰
瘍
、

十
二
指
腸

潰
瘍
は
、

ピ
ロ
リ
菌
に
感
染

し
て
い
な
い
人
は

６
・
８
％
の
再
発

率
だ
が
、
感
染
し

て
い
る
人
で
は
90

％
と
非
常
再
発
率

が
高
い
。

ま
た
、
感
染
し

て
い
る
人
の
３
％

が
胃
が
ん
に
な
り
、

胃
が
ん
患
者
の
99

％
が
ピ
ロ
リ
菌
に

感
染
し
て
い
る
。
消
化
器
系
以

外
の
病
気
で
も
ピ
ロ
リ
菌
の
関

連
が
疑
わ
れ
て
い
る
。

町
民
の
健
康
増
進
と
、
医
療

費
の
抑
制
を
目
標
に
﹁
勝
浦
町

ピ
ロ
リ
菌
撲
滅
大
作
戦
﹂
で
検

査
と
除
去
に
助
成
を
し
て
は
。

病
気
の
重
症
化
を
防
ぐ
た
め

に
も
検
査
を
受
け
て
欲
し
い
が
、

公
費
で
す
べ
て
負
担
す
る
に
は

難
し
い
。

問

問

問

答

大
西
福
祉
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

中
田
町
長

国
の
消
費
税
８
％
対
策

低
所
得
者
へ
の
給
付
措
置
は

給
付
は
８
月
こ
ろ
︵
福
祉
課
長
︶

森

本

守
議

員

ピロリ菌撲滅大作戦
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いつまでも元気でいてな！（イキイキ元気教室）

11
年
後
に
は
団
塊
の
世

代
が
75
歳
以
上
に
な
る
﹁
２
０

２
５
年
問
題
﹂
が
お
き
る
が
、

勝
浦
町
で
予
測
さ
れ
る
問
題
は
。

高
齢
者
比
率
が
41
・
２
％
と

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。
施
設
入
所

待
機
者
や
在
宅
支
援
の
強
化
に

取
り
組
み
、
給
付
費
の
削
減
の

た
め
に
介
護
予
防
に
も
力
を
入

れ
た
い
。

介
護
担
当
者
は
、
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る

専
門
職
が
必
要
で
は
。

一
人
の
職
員
が
仕
事
を
か
け

も
ち
し
て
い
る
現
状
で
は
、
介

護
の
専
門
職
を
置
く
こ
と
は
で

き
な
い
。

町
内
で
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
が
２
３
３
人
に
増
え
て
い

る
。
役
場
職
員
も
講
座
を
受
け
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
は
。

答
現
在
７
名
が
受
講
し
、
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
﹁
オ
レ
ン
ジ
リ

ン
グ
﹂
を
所
有
し
て
い
る
。
職

員
に
対
し
認
知
症
の
講
習
は
し

て
い
な
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
﹁
地
域
安
心
サ

ポ
ー
ト
事
業
﹂
の
利
用
状
況
は
。

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
15
件
の
利
用
が
あ
り
、
エ
ア

コ
ン
の
掃
除
、
庭
の
手
入
れ
、

布
団
干
し
、
買
い
物
な
ど
の
要

望
が
あ
っ
た
。

　　

勝
浦
町
の
25
年
度
出
生
者

は
25
人
と
少
な
く
、
今
後
の
出

生
数
を
増
や
す
た
め
に
も
保
育

料
の
減
額
を
し
て
は
。

保
護
者
の
負
担
軽
減
に
は
な

る
が
、﹁
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
﹂

で
協
議
し
た
い
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
新
規

加
入
者
に
補
助
は
で
き
な
い
か
。

17
年
に
整
備
し
補
助
制
度
を

設
け
た
が
、
そ
の
後
の
加
入
に

は
補
助
を
し
な
い
と
決
め
て
い

る
。28

年
に
更
新
と
な
る
の
で
、

そ
の
時
に
今
後
の
運
用
や
新
規

加
入
者
に
対
す
る
補
助
制
度
な

ど
契
約
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

横
瀬
橋
東
側
の
未

改
良
区
間
の
整
備
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

通
学
路
で
も
あ
り
、

交
通
量
も
多
く
非
常
に

危
険
な
箇
所
で
、
県
も

重
要
な
改
良
箇
所
と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
、

今
後
も
要
望
を
続
け
て

い
く
。

問

問

問問 答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

大
西
福
祉
課
長

答

大
西
福
祉
課
長

問答

中
田
町
長

問答

中
田
町
長

問答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

美

馬

友

子
議

員

現状では難しい（町長）

2025年問題

対応に専門職を

どうする、県道「横瀬橋東側」

定
住
促
進
を

図
る
た
め
に
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広がれ ! ! 危険な急カーブ（棚野）

町
長
は
今
回
、
立
候
補
す

る
に
あ
た
り
﹁
３
期
目
の
主
張
﹂

と
題
し
て
、
８
項
目
の
重
点
課

題
を
あ
げ
て
い
る
が
、
横
瀬
橋

東
側
の
改
良
は
、
交
通
安
全
上
、

以
前
か
ら
多
く
の
町
民
か
ら
強

く
望
ま
れ
て
い
る
。

町
長
の
任
期
中
に
、
ぜ
ひ
道

筋
を
付
け
て
も
ら
い
た
い
。

県
と
し
て
、
横
瀬
橋
架
け
替

え
当
時
の
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

現
在
は
、
白
紙
に
戻
っ
た
状

態
で
あ
る
。

新
し
い
ル
ー
ト
設
計
を
す

る
の
に
、
ど
の
く
ら
い
の
期
間

が
必
要
か
。

対
象
を
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の

区
間
と
す
る
と
、
１
年
か
ら
２

年
く
ら
い
か
か
る
。

現
在
、
進
め
て
い
る
中
角

工
区
の
歩
道
整
備
が
２
年
く
ら

い
で
完
了
予
定
と
聞
く
が
、
そ

の
後
、
こ
の
工
区
に
か
か
る
に

は
、
す
ぐ
に
で
も
設
計
図
を
作

成
す
る
必
要
が
あ
る
。
県
に
要

望
す
べ
き
で
は
。

私
が
先
頭
に
立
っ
て
、
県
会

議
員
と
共
に
県
に
強
く
要
望
し

て
い
く
。

ブ
ラ
ン
ド
化

と
は
﹁
品
質
保
証

を
し
、
消
費
者
に

満
足
感
を
与
え
る

も
の
﹂
で
あ
る
が
、

ブ
ラ
ン
ド
化
の
対

象
は
。

ま
た
、
体
制
づ

く
り
が
で
き
て
い

な
い
が
、
主
体
的

に
推
進
し
て
い
く

組
織
は
ど
こ
か
。

ブ
ラ
ン
ド
化
は
貯
蔵
み
か
ん

で
あ
る
。

推
進
は
、
今
年
１
月
に
発
足

し
た
﹁
勝
浦
み
か
ん
生
産
販
売

促
進
協
議
会
﹂
が
主
体
と
な
る
。

品
質
基
準
の
決
定
や
判
定
、

検
証
は
ど
の
組
織
が
行
う
の
か
。

そ
し
て
権
限
は
ど
う
す
る
の
か
。

品
質
基
準
に
つ
い
て
は
、
県

の
農
業
普
及
員
お
よ
び
営
農
指

導
員
な
ど
で
検
討
し
、
市
場
関

係
者
の
意
見
も
聞
き
協
議
会
の

中
で
決
定
し
て
い
く
。

品
質
検
査
な
ど
に
必
要
な
機

械
、
設
備
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
の
助
言
を
参
考
に
し
て
整
備

し
て
い
き
た
い
。

権
限
に
つ
い
て
も
協
議
会
の

中
で
議
論
を
行
い
、
決
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

■ 

そ
の
他
の
質
問

○

若
者
定
住
対
策
の
新
し
い

展
開
は

○

消
防
常
備
化
を
急
げ

問

問

問

問

問

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

小
林
副
町
長

答

柳
沢
建
設
課
長

公

一
議

員
県
に
強
く
要
望
す
る
︵
町
長
︶

﹁
横
瀬
橋
東
側
﹂
の
改
良
は

中
田
町
政
３
期
目

推進体制の構築を急げ

みかんのブランド化
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自然にやさしい石けん作り

以
前
は
つ
い
て
い
た
防
犯

灯
が
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

転
落
事
故
等
が
起
こ
り
、
負
傷

者
が
増
え
て
い
る
。
状
況
把
握

は
で
き
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
安
全
強
化
の
た
め
に
、

設
置
の
見
直
し
と
拡
充
が
必
要

で
は
な
い
か
。

事
故
や
け
が
の
報
告
は
、
受

け
て
い
な
い
。

防
犯
灯
の
数
は
増
や
さ
な
い

と
決
め
た
経
緯
が
あ
り
、
設
置

場
所
を
変
更
す
る
こ
と
で
対
応

し
て
い
る
。

﹁
電
源
立
地
交
付
金
活
用
事

業
﹂
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
図
り
、
削

減
さ
れ
た
コ
ス
ト
は
い
く
ら
か
。

新
年
度
に
区
長
会
で
要
望
を

聞
き
、
安
心
安
全
を
強
化
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
で
月
に
２
万
５
千

円
程
度
の
削
減
。
最
低
限
危
険

な
所
に
は
設
置
を
し
て
い
く
。

区
長
会
で
要
望
を
聞
く
な
ど

し
て
、
対
応
し
た
い
。

不
況
や
年
金
の
引
き
下
げ
、

消
費
税
増
税
と
町
民
の
生
活
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、

今
会
議
に
提
出
さ
れ
た
﹁
請
願
﹂

で
は
１
２
２
５
名
の
署
名
が
集

ま
っ
た
。

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
国

保
会
計
の
基
金
と
繰
越
金
︵
１

世
帯
当
た
り
46
万
円
︶
を
有
効

に
使
っ
て
、
計
画
的
に
国
保
税

の
引
き
下
げ
や
制
度
改
善
を
行

い
、
町
民
に
還
元
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

国
保
会
計
は
、
安
定
し
た
運

営
が
求
め
ら
れ
る
。
税
の
引
き

下
げ
に
は
、
長
期
的
な
見
通
し

が
必
要
だ
。

静
岡
県
の
伊
豆
市
役
所
で

は
、
申
請
に
よ
る
減
免
の
方
法

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
載

せ
て
い
る
。
納
め
ら
れ
る
国
保

税
に
す
べ
き
で
は
。

町
で
は
納
税
相
談
を
行
っ
て

い
る
の
で
、
相
談
に
き
て
欲
し
い
。

生
活
排
水
汚

染
防
止
の
方
法
と

し
て
、
廃
油
を
活

用
し
た
石
け
ん
作

り
に
、
必
要
な
材

料
の
苛
性
ソ
ー
ダ

を
無
料
で
支
給
し

た
り
、
ス
テ
ン
レ

ス
製
容
器
を
貸
し

出
す
な
ど
の
支
援
を
し
て
は
ど

う
か
。

苛
性
ソ
ー
ダ
は
劇
薬
で
あ
り
、

取
り
扱
い
が
難
し
い
。
行
政
が

対
応
す
る
に
は
、
慎
重
を
要
す

る
。

問問

問

問問 答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

岩
佐
住
民
課
長

答

伊
丹
企
画
総
務
課
長

井
出
美
智
子
議
員

国
保
税
の
引
き
下
げ

と
制
度
改
善
を

廃油石けん　　
　作りに支援を

危険な所には設置する（企画総務課長）

　

防犯灯の設置を
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不便になるのでは？院外処方

４
月
１
日
か
ら
勝
浦
病
院

で
は
院
外
処
方
が
始
ま
る
が
、

少
し
病
院
か
ら
離
れ
て
お
り
、

坂
も
あ
る
。
足
腰
の
弱
い
お
年

寄
り
に
と
っ
て
、
つ
ら
い
と
思

う
が
、
対
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。病

院
で
は
手
押
し
車
を
常
備

し
て
い
る
の
で
、
薬
局
に
行
く

の
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

薬
価
代
は
ど
れ
く
ら
い
高

く
な
る
の
か
。

一
種
類
の
薬
を
30
日
分
処
方

す
る
と
、
１
割
負
担
で
１
６
０

円
、
３
割
負
担
で
４
９
０
円
高

く
な
る
。

４
月
か
ら
太
陽
光

発
電
の
国
の
補
助
金
が

な
く
な
る
が
、
１
戸
当

た
り
５
Ｋ
Ｗ
の
設
備
を

す
る
と
２
０
０
万
円
く

ら
い
か
か
る
。
町
と
し

て
補
助
金
を
出
し
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に

取
り
組
む
考
え
は
。

現
在
、
売
電
価
格
が
下
が
る

傾
向
に
あ
る
が
、
国
の
重
要
政

策
で
あ
り
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
に
町
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

国
府
町
で
は
、
４
人
の
グ

ル
ー
プ
で
４
ha
の
土
地
に
１
４

０
０
枚
の
パ
ネ
ル
を
張
っ
て
太

陽
光
発
電
に
取
り
組
み
、
そ
の

下
を
ト
ラ
ク
タ
ー
が
通
り
野
菜

な
ど
を
栽
培
し
て
い
る
。

町
も
休
耕
地
を
利
用
し
て
、

太
陽
光
発
電
に
補
助
金
を
出
す

な
ど
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

休
耕
地
の
活
用
は
、
農
地
の

高
度
利
用
に
な
る
が
、
町
と
し

て
は
農
業
生
産
を
主
に
し
て
い

き
た
い
。

集
落
活
性
化
に
向
け
、
空

き
家
を
活
用
す
る
事
業
に
取
り

組
む
計
画
だ
が
、
そ
の
内
容
は
。

ま
た
、
空
き
家
は
あ
っ
て
も

貸
し
て
く
れ
る
家
は
少
な
い
。

新
年
度
で
何
戸
実
施
で
き
る

の
か
。

空
き
家
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
載
せ
て
い
る
が
、
県
外
か

ら
の
移
住
の
要
望
が
増
え
て
い

る
の
で
、
新
年
度
か
ら
モ
デ
ル

的
に
﹁
移
住
交
流
支
援
事
業
﹂

に
取
り
組
む
。

空
き
家
は
町
で
借
り
受
け
再

生
し
、
町
内
で
の
生
活
体
験
や

農
業
体
験
が
で
き
る
施
設
に
し

た
い
。

新
年
度
の
実
施
の
計
画
は
１

戸
で
あ
る
。

問

問

問

問

問

答

松
本
病
院
事
務
局
長

答

松
本
病
院
事
務
局
長

答

中
田
町
長

答

中
田
町
長

答

野
上
産
業
交
流
課
長
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薬
価
代
は
高
く
な
る
︵
勝
浦
病
院
事
務
局
長
︶

院

外

処

方

問
題
は
な
い
の
か

川

端

雅

夫
議

員

太陽光発電に町補助金を

空
き
家
の
利
用
は

移
住
交
流
支
援
事
業



南海トラフ地震　震度予想

こうなったら大変！

　必要不可欠
❶ 各地区で防災計画づくりを

　「地域防災計画」は、広く各地区の町民の声を聞いた

ものにはなっていない。

　想定外に発生している大災害や、30年以内に60％の

確率で起きると言われている「南海トラフ地震」を思

うと、町内各地区における地理的条件の違いや、大災

害の要因、被害を想定した「〇〇地区防災計画」の策

定は必要不可欠である。

　ひな会議においても議員の質問が相次ぎ、町は「マ

ニュアルを示す」と答えており、今後、各区、自主防

災組織と連携した計画策定が急がれる。

    　万全を期するために
❷ 住宅の耐震診断、無料に

　県が昨年７月に出した南海トラフ巨大地震による勝浦

町の被害想定は、最悪で死者30人、負傷者190人。建物

全壊は420棟、建物半壊760棟など驚くべき数字である。

　町では新年度の予算で、住宅の耐震診断を無料化し、

耐震改修、住まいのリフォームに対する町補助金を、県

下に先駆け大幅な増額を打ち出しているので、町民に周

知を徹底し理解を求め、「命を守る住宅耐震化」を進める

必要がある。

  　命を守る
❸ 実戦的な防災訓練を

　町では19年から、毎年９月の第一日曜日を「一斉防災

訓練の日」として、避難訓練を中心に７年間実施してき

たが、これからの防災訓練は、あらゆる災害を想定し、

曜日や時間を特定せず、行政、町民、企業などが一体的

に連携した実戦的な訓練に見直して行かなければ、被害

を最小限に防ぐことはできない。

今やるべきことは 被害を最小限に

　「南海トラフ地震」の被害想定を受けて、「勝浦町地域防災計画」が４年ぶりに見直された。

　議会において、２月24日と３月７日に「防災特別委員会」を開き、町担当者から計画の説

明を受け、協議し一部修正を加え、３月27日に開催された「勝浦町防災会議」に諮り決定さ

れた。

　この計画は、災害対策基本法の定めにより、国・県・市町村に計画が義務付けられている

もので、基本的な考えは、勝浦町の地域に係る行政や消防関係機関の、防災・減災の指針を

示したものである。
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消
費
税
が
８
％
に
ア
ッ
プ
。
あ
ら
ゆ

る
も
の
が
、
値
上
げ
さ
れ
、
暮
ら
し
を

直
撃
し
て
い
る
。

な
か
で
も
低
所
得
者
層
は
、
最
も
影

響
を
受
け
て
い
る
が
、
政
府
は
、
広
報

に
﹁
社
会
保
障
に
全
て
使
う
﹂
と
12
億

６
千
万
円
も
の
税
金
を
使
っ
て
、
盛
ん

に
宣
伝
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
物
価
は
上
が
り
、
介
護
保

険
は
上
が
り
、
医
療
費
も
上
が
る
。
一

方
で
年
金
は
下
が
る
。
低
賃
金
で
子
供

を
産
む
こ
と
さ
え
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
。

﹁
言
っ
て
い
る
こ
と
と
違
う
！
﹂
と
、

憤
り
す
ら
覚
え
る
。
来
年
10
月
の
10
％

へ
の
直
行
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
、
地

方
か
ら
の
声
を
し
っ
か
り
と
上
げ
て
い

き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
︵
み
ち
こ
︶

い
き
ど
お
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シリーズϵ美しい・町のボランティア
「we serve （私たちは奉仕する）」

阿波勝浦ライオンズクラブ

「we serve （私たちは奉仕する）」

阿波勝浦ライオンズクラブ

編
集
後
記

会　長

呑 口 順 治 さん

　ライオンズクラブは世界的な奉仕

活動クラブで、徳島県にも30クラ

ブがあります。

　阿波勝浦ライオンズクラブは、現

在、27名の会員が在籍し、地域に

密着した活動をしています。

　主な内容は、学校の庭木手入れ、

カーブミラーの清掃、献血の手伝い

などを行っています。

　特に、青少年の育成には力を入れ

ており、スポーツ少年団の後援や中

学校のしめ縄づくり体験なども実施

しています。

　奉仕活動に

意欲のある方

の入会を待っ

ています。

「難しいなあ」しめ縄づくり

表
紙
写
真

元
気
い
っ
ぱ
い
新
入
生
の
通
学


